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宣教司牧を考える（これまでの赴任先を思い出しながら） その三 

 

カトリック甲府･塩山教会 主任司祭 芹沢 博仁 

  

  

前回の教会での最大？の出来事は、司祭館の建て替え計画で

しょうか。設計の段階で、皆の希望を叶えるのには床面積が

足りないとなりました。よくある話ですね。削る対象の一つ

にトイレが上がりました。車いすの利用者も使える多機能ト

イレを一階に設けるのをあきらめて、外に単独で建てるとい

うものです。この案に誰も反対しませんでした。車いすの人

が夜や雨の日に外のトイレまで行くより、自分たちが傘をさ

して、あるいは走って行く方が容易だとは考えないようです。

障害のある人を考慮したガイドブック「ハンディキャップの

ある人びとを配慮した 教会建築」が出たのはこのころでした。

因みにこの設計案は白紙に戻され、初めからやり直すことに

なりました。現在、この旧司祭館は横浜の山手イタリア山庭園に移築され、公開されていま

す。 

上記の司祭館解体と工事の進む中、3 年で転任となりました。赴任先は小教区二つの主任

です。この頃は中南米から日系人家族が多く働きに来始めていました。彼らは仲間が亡くな

ると、教会に多くの人が夜、雑魚寝して見送っていました。文字通りの通夜です。このよう

な関係を持つ彼らの中で、一人の女性が亡くなりました。くも膜下出血でした。この方も家

族全員で日本に来ていました。年を取った母親も一緒です。葬儀の時、異国の地で娘を亡く

したその体は普段よりずっと小さく見えました。 

司祭館がある市の図書館に行ったとき、第五福竜丸のコーナーがありました。それを見た

とき、この船が被爆した後、母港であるこの町に戻ったことを思い出しました。わたしはこ

の事件に詳しいわけではありません。むしろ出来事としてしか知りません。他所から来た者

であるそのようなわたしに教会の誰一人第五福竜丸について語る人はいませんでした、七年

間誰も。港近くで働く信徒からも。まるでタブーにしているように。避けて通るものが多く、

大きければ、その道は狭くなります。これはその教会の雰囲気に少しずつ現れてくるように

思います。 
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１ 聖週間のミサ 

      

４/２ 枝の主日 10:30 西・峡南・山城ブロック 

４/６ 聖木曜日 19:00 制限なし 

４/７ 聖金曜日 19:00 制限なし 

４/８復活徹夜祭 19:00 申し込み制 

４/９復活の主日 
10:30 申し込み制 

15:00 申し込み制 

 
受付を設置いたしますので、氏名と連絡先の記入をお願いいたします。 

  ※枝の主日のミサに参加されない方のために、同日 11：30～13：30 に枝を配布し

ます。 

※４月 8 日復活徹夜祭と４月 9 日復活の主日のミサに参加希望の方は、ご自身が所 

属するブロック長に４月２日までに参加希望の旨をお伝えください。 

 

２ 女性会のお知らせ 

 

３月４日（土曜日）に世界祈祷日祈りの会を行いました。12 人の方が参加され、今戦

争、災害、差別などで苦しんでいる人々のことを思い祈りました。募金が１０，３０５

円集まり、世界祈祷日担当教会である日本キリスト教団山梨教会にお渡しし、世界祈祷

日事務所へ送金お願いいたしました。 

 

 

３ 地域福祉委員会 

  

 ①2022 年４月 1６日（日）12 時よりサンタルチア講堂で行います。なお、４月の勉

強会のテーマは「山梨ダルクの活動について」です。地域福祉委員以外のご参加も歓

迎します。 

 

②四旬節の「愛の献金」について 

   四旬節の「愛の献金」の締め切りを 4 月 9 日(日)までとします。聖堂入口の「四旬

節 愛の献金」（緑の封筒）に献金を入れ、月定献金の箱に主日のミサのある日にお

入れ下さいますようお願い致します。併せて、カリタスジャパンのしおりもご覧の上、

お祈りと犠牲をお願い致します。 
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４ きずなの会     お休み    

    

５ 地域福祉委員会   4 月 16 日（日） １２：００ ～ センターホール 

 

６ 典礼委員会      4 月 22 日（土）  ９：００ ～ センターホール 

 

７ 青少年育成委員会  お休み 

 

８ 広報委員会     4 月 30 日（日） １３：００ ～ センターホール 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

関係団体などからのお知らせ 

 

ＮＰＯ法人こどもサポートやまなし 

      

①運営委員会・理事会 

 ４月１８日(火)18 時 30 分より、運営委員会・理事会をサンタルチア講堂で行います。

  

②学習会 

 今月の学習会は、４月９日(日)、４月 23 日(日)の 13 時 30 分より山梨カトリック福

祉センターで行います。 

      

③ フードバンク山梨の食品配布（「第 10 回つながるスマイルプロジェクト」） 

４月 22 日(土) 10 時～16 時までサンタルチア講堂で行います。当日 教会庭を駐

車スペースとして使わせて頂きます。ご不便をおかけしますがどうぞよろしくお願い致

します。 

 

やまなしライフサポート 

見回りパトロール 

４月１６日（日）１４時～１６時甲府市中心部の公園や郊外の駐車場等を巡回し、路上

生活者の発見や見守りを行います。参加される方は、１３時５０分にカトリックセンタ

ーに集合願います。 

 

月定献金振込先（教会維持費） 

山梨中央銀行 本店営業部 普通預金 188674 

墓地・納骨堂管理費振込先（ 毎年 1月～5 月中に） 

山梨中央銀行 本店営業部 普通預金 1402890 

受取人（宗）カトリック横浜司教区甲府カトリック教会 
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教皇フランシスコ、2023 年 1 月 29 日「お告げの祈り」でのことば 

親愛なる兄弟姉妹の皆さん、こんにちは。 

 今日の典礼では、マタイ福音書の真福八端

が読まれます（マタイ 5・1―12 参照）。

最初の教えは基本的な教えで、「心の貧しい

人々は、幸いである。天の国はその人のもの

である」（同 3 節）です。 

 「心の貧しい人」とは誰のことでしょう

か？心の貧しい人とは、自分自身だけでは十

分ではない、自分のことは自分でできないと

知り、「神を最優先にして」生きる人のこと

です。その人たちは、神が必要だと感じ、す

べての善はたまもの、恵みとして神からもた

らされると認識します。心の貧しい人は、受

け取るものを大切にします。ですから、たま

ものを無駄にしないことを望みます。今日は、

こころの貧しさ、つまり無駄にしないという

基本的な点について考えてみたいと思います。心の貧しい人は、何も無駄にしないようにと

努めます。イエスは無駄にしないことの重要性を、わたしたちに示されます。例えば、パン

と魚を増やされた後、イエスは「少しも無駄にならないように、残ったパン屑を集めなさい」

と言われました（ヨハネ 6・12 参照）。無駄にしないことで、わたしたちは自らの価値、

人々の価値、ものの価値を理解できるようになります。しかしながら、残念なことに、この

教えはしばしば無視されています。特に、無駄使いの文化、使い捨ての文化が顕著な、豊か

な社会でそうです。どちらも病のようなものですから、無駄使いや使い捨てという精神構造

に対して、三つの提案をしたいと思います。 

 第一の提案は、わたしたちというたまものを無駄にしない、です。わたしたち一人ひとり

が、いただいたたまものにかかわりなく、素晴らしいのです。すべての女性も男性も、才能

だけでなく尊厳にあふれています。その人は神に愛され、価値があり、貴重な存在です。イ

エスはわたしたちに、わたしたちが持っているものではなく、わたしたち自身であるがゆえ

に幸せなのだと気づかせてくださいます。ですから、人が自らを手放し、捨ててしまうなら、

その人は自らを無駄にしているのです。神の助けを借りて、自分自身を無力で間違った者だ

と信じ、自分が可哀そうだと感じる誘惑と闘いましょう。 

 第二の提案は、与えられたたまものを無駄にしない、です。全食糧生産の約三分の一が、

毎年この世界で無駄にされている一方で、多くの人が飢餓で亡くなっています。自然からの

資源をこのように使ってよいはずがありません。ものは大切にされ、必要なものが事欠く人
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がいないように分かち合われねばなりません。今持っているものを無駄にしないようにしま

しょう。そして、正義と愛のエコロジー、分かち合いのエコロジーを広めていきましょう。 

 最後に三つ目の提案、人を捨てないようにする、です。使い捨て文化では、こう言います。

「わたしがあなたを必要とする限り、わたしはあなたを使います。わたしがあなたに興味を

なくしたり、あなたがわたしの邪魔をしたりするなら、わたしはあなたを捨てます」。特に、

もっとも弱い立場に置かれた人がこのように扱われます。つまり、まだ生まれていない子ど

もたち、高齢者、困窮している人、不利な立場にある人などです。けれども、人は決して捨

てられてはいけません。不利な立場にある人が捨てられてはいけません。すべての人は、神

聖なたまもので、その人の年齢や状況にかかわらず、唯一無二のたまものなのです。常にい

のちを尊重し、奨励していきましょう。いのちを捨てないようにしましょう。 

 親愛なる兄弟姉妹の皆さん、いくつか自問してみましょう。何よりも、どのようにして魂

の貧しさを生きているだろうか？神のための場所をつくる方法を知っているだろうか？神

こそわたしの恵みであり、真の、偉大な富であると信じているだろうか？神はわたしを愛し

ていると信じているだろうか？それとも、悲しみから、自分はたまものだということを忘れ、

自分自身を捨ててしまっているだろうか？それから、無駄にしないように気をつけているだ

ろうか？ものの使い方に責任を持っているだろうか？ものを、他者と喜んで分かち合えてい

るだろうか？それとも、自分のことしか考えていないだろうか？最後に、もっとも弱い立場

に置かれた人を、世話をするように神から託された大切なたまものだと考えているだろう

か？貧しい立場に置かれた人、必要なものを奪われた人のことを、こころに留めているだろ

うか？ 

 まさに真福八端を体現する女性であるマリアが、いのちはたまものであるという喜びと、

わたしたち自身を差し出す美しさをあかしできるよう、わたしたちを助けてくださいますよ

うに。 

（カトリック中央協議会 HP より掲載） 
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４月 ２日（日）受難の主日       １０：３０ ～ ミサ （西・峡南・山城ブロック） 

１４：００ ～ ベトナム語ミサ（tiếng Việt） 

     

６日（木）聖木曜日（主の晩餐）  １９：００ ～ ミサ （自由参加） 

７日（金）聖金曜日（主の受難）  １９：００ ～ ミサ （自由参加） 

８日（土）聖土曜日/復活徹夜祭    １９：００ ～ ミサ （申し込み制） 

 

９日（日）復活の主日       １０：３０ ～ ミサ （申し込み制）  

１５：００ ～ ミサ （申し込み制） 

 

１６日（日）復活節第２主日     １０：３０ ～ ミサ （西・峡南・山城ブロック）            

（神のいつくしみの主日）  １２：３０ ～ 韓国語ミサ  （ 한 글 ） 

 

２３日（日）復活節第３主日     １０：３０ ～ ミサ（東・南・中央・北ブロック）  

   １４：００ ～ 英語ミサ  （English） 

３０日（日）復活節第４主日     １０：３０ ～ ミサ（子どものミサ） 

           

５月 ５日（金）初金ミサ         ありません 

 

７日（日）復活節第５主日     １０：３０ ～ ミサ （西・峡南・山城ブロック） 

１４：００ ～ ベトナム語ミサ（tiếng Việt） 

日 時間 場所 該当ブロック 

４月 ２日(日) １０：３０～ 聖堂・講堂 西・峡南・山城ブロック 

４月 ９日(日) 

１０：３０～ 

１５：００～ 

聖堂・講堂 申し込み制 

４月１６日(日) １０：３０～ 聖堂・講堂 西・峡南・山城ブロック 

４月２３日(日) １０：３０～ 聖堂・講堂 東・南・中央・北ブロック 

４月３０日(日) １０：３０～ 聖堂・講堂 こどもとそのご家族 


